
1 地域普及支援事業 

「地域相談支援フォーラム」 
 

次回以降の開催について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2013年7月版） 



2 地域普及支援事業 

現状 

相談員研修体系の課題と今後の方向性 

制度面が整えば 
平成２６・２７年度から 

継続教育のプログラムは 
地域毎の施設構成やニーズに合わせて検討・実施 

県単位の
研修 

地域ブロック 
フォーラム 
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←H25.8.31 
 高崎市総合保健センター 

▲ 
H25.10.19 
名古屋国際会議場 

 

地域相談支援フォーラム： 第１回目開催時の暫定的なブロック分け 

三重県 

• 第一周は２４年度下期から２年半以内で展開することを念頭に全国拠点を暫定的に８ブロック*に編成 
• ブロック単位とし規模を担保することで類似性（役割・規模・体質等）がある他施設の相談支援チームとの交流を担保 
• 可能な限りブロック内対象者の７割が日帰りで参加できる圏域設定 

H26.2.8 
福岡県中小企業振興センター

▼ 

▲ 
H24.12.01 
熊本大学医学部附属病院 

★ 

★ 

←H26.7.xx 
TBD H25.3.9 

岡山市国際交流センター 
▼ 
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約２年半かけて各ブロックでの第一回目開催を完了し、平成２７年度からはプログラム構成とブロック
編成、事務局編成を刷新した形で第二期の地域相談支援フォーラムを年３－４回の頻度で開催すること
を予定しています。ブロック別開催の順番は開催地毎の事情によって、前後する可能性もあります。 
 

平成２７年度 平成２６年度 平成２５年度 

地域相談支援フォーラム： 地域別の開催サイクルについて（予定） 

平成２４年度 

東北 
ブロック 

北関東 
信越 

ブロック 

南関東 
ブロック 

東海 
北陸 

ブロック 

近畿 
ブロック 

中国・四国 
ブロック 

九州・沖縄 
ブロック 12/1 

3/9 

8/31 

10/19 

次期フォーラム 
パイロット 

02/08 

第3Q 

第4Q 
（12～1月） 

プログラム構成の刷新 
ブロック編成最適化 

二度目以降は 
・共同主催型 
・地域主導型
（よってブロック構成   
  の見直しも可能） 
企画運営の主体は 
開催県の相談支援部
会および協力する 
ブロック構成各県の 
実行委員の有志。 
国がんは主に運営ノ
ウハウの提供と外部
協力団体・自治体等
との連携を担保する
役目で協力＋後援 
 

第二期以降のフォーラム運営においては、事務局の編成やプログラム編成においても、各ブロックの実行委員や関連各県の
がん診療連携協議会の面々がより大きな役割を担う方向で地域毎の機能分散を図っていくことを想定しておりますが、拠点
病院ネットワークの新たな姿*次第で、運営スタイルを更に大きく 最適化する可能性もあります。 

★：進行中の「がん診療提供体制のあり方に関する検討会」の最終的な答申と、これに基づくがん診療連携拠点病院ネットワークの再編や新指定要件等によるところが大きいため。 

北海道 
ブロック 

7/ＸＸ 

9/ＸＸ 

福岡県がん診療連携協議会 
との共催方式を想定 

東北がんネットワーク 
がん相談支援室専門委員会 

との共催を検討中 

北海道がん診療連携協議会 
との共催を検討中 
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例
示 

地域相談支援フォーラム： 発展パス＋役割分担の考え方（案） 

時間軸 
第１回目 • 個々の相談員間の相互支援ネットワークの形成 

• 施設毎の相談支援センター間の機能補完関係の形成 
• 他 

• ニーズの高いテーマ群における症例検討会 
• 多職種チームの有機的な運営方式や体制の検討 
• 各県相談支援部会間の連携ネットワークの形成、他 

 

第２回目 

第３回目 
• ブロック単位の合同基礎研修実施体制の整備 
• 地域毎・対象者別ニーズに対応した研修プログラムの開発 
• ニーズの高いテーマ群における症例検討会 
• 地域の施設間のピア評価の検討、他 

Ｎ回目 

指導者研修 
（企画・ファシリテーション） 

継続教育の 
素材・ツール 

（他ブロックで利用した資材も） 

演者・専門家パネル 
（研修企画・教育サポーター 
ドメイン別スペシャリスト、他） 

地方行政への働きかけ    ＋    協賛・協力企業の確保 

がん対策情報センターによる事務局機能 

リソースハブとしてのがん対策情報センターの機能 

地域毎の相談支援センターの構成や、専門部会等の成熟度等はブロック毎に大きくなるため、 
地域ブロック毎に優先的に取り扱うテーマ群は画一的なものではなく、回数を重ねる度に 
そのプログラム編成は増々地域色が強くでることとなるが、構成各県の県独自研修のプログラムと
の相互補完を図りながらその企画を最適化していく予定。 

ブロックおよび県単位研修の企画委員会を支援 
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